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第 41 次南極地域観測隊越冬報告 2000-2001
渡邉研太郎1, 2*
Report on the activities of the 41st Japanese Antarctic Research  
Expedition (JARE) wintering party, 2000-2001
Kentaro Watanabe1, 2*
（2008 年  月 1 日受付 ; 2008 年 12 月 25 日受理）
  Abstract: The wintering party of the 41st Japanese Antarctic Research Expedition (JARE 
41), consisting of 40 members who overwintered at Syowa, carried out most of the planned 
scientiﬁc observations and returned home safely on 28 March 2001. From February 1st 
2000, when JARE-41 took over management of Syowa Station from JARE-40, until 
February 1st 2001, when JARE-41 handed it over to JARE-42, it conducted scientific 
observations and logistic programs as the fourth year in the 5th ﬁve-year plan of JARE. 
The logistic program consisted mainly of construction work for expansion of a summer 
party lodging and replacement of facilities. This work was the th year of a 10-year plan 
for maintenance of facilities at Syowa Station. Research activities including snowstorm 
observations during a stay at Mizuho Station, air-borne collection of air over Syowa, air-
borne surveys of the inland atmosphere and collection of 3554 meteorites, including an 
iron meteorite more than 50 kg in weight, in the Yamato Mountains. Unexpected incidents 
included collapse of a newly built 10 kW wind generator test plant during a big blizzard in 
early July, and a leak of diesel oil from a tank in a generator building at Syowa Station in 
mid-December.
  要旨： 第 41 次南極地域観測越冬隊（第 41 次越冬隊）は 40 名で構成され，全員
が昭和基地で越冬し，所期の観測をほぼ実施して 2001 年 3 月 28 日，全員無事帰
国した．2000 年 2 月 1 日，第 40 次越冬隊より基地運営を引継ぎ，翌 2001 年 2 月
1 日に第 42 次越冬隊へ引き継ぐまでの間，第Ｖ期 5 カ年計画の 4 年次にあたる観
測・設営活動を実施した．設営活動は，昭和基地整備計画（10 カ年計画）の  年
次として計画された，夏期隊員宿舎の増設，設備更新を主としたものだった．観
測系ではみずほ基地滞在による吹雪観測，航空機による基地上空の大気採集や内
陸大気観測等を行い，やまと山脈域での隕石探査では 50 kg を超す鉄隕石を含む
3554 個の隕石を採集した．予想外の出来事としては試験的に持ち込んだ 10 kW の
風力発電装置が 7 月初頭の大型ブリザードにより倒壊したほか，12 月中旬に発電
棟内の燃料タンクから軽油が棟外へ漏れる事故があった．
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1．は じ め に
第 41 次南極地域観測越冬隊（以下，第 41 次越冬隊）では，1 年 11 月 12 日に開催され
た第 115 回南極地域観測統合推進本部総会（以下，本部総会）で審議，決定された第 41 次
南極地域観測隊行動実施計画にある越冬観測（表 1）及び設営計画（表 2）を実行した．第
41 次越冬隊は隊長渡邉研太郎以下 40 名で構成され（表 3），4 名による 2 カ月余のみずほ基
表  1　第 41 次越冬観測実施計画概要
Table 1.  Research program of the JARE-41 wintering party.
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地滞在観測，6 名による約 3 カ月のやまと隕石探査等の野外調査旅行の野外活動があったも
のの全員が昭和基地で越冬した．出発時の年齢で 24-57 歳の幅があり，平均 35.6 歳であっ
た．2000 年 2 月 1 日，第 40 次越冬隊（宮岡宏隊長）より実質的に基地運営を引継ぎ，翌
2001 年 2 月 1 日に第 42 次越冬隊（本吉洋一隊長）へ引き継ぐまでの 1 年間，基地を維持管
理して観測・設営活動を実施した．
第 41 次隊が実施する観測は第Ｖ期 5 カ年計画の 4 年次にあたり，観測実施計画は関係専
門委員会の審議を経て，本部総会で承認された．観測項目の多くが前次隊から継続して実施
されたが，いくつかの項目が付加された．宙空系の「南極域熱圏・中間圏へのエネルギー流
表  2　第 41 次隊設営部門実施計画
Table 2.  Logistic program of JARE-41.
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表  3　第 41 次南極地域観測隊越冬隊員名簿
Table 3.  Members of the JARE-41 wintering party.








は昭和基地整備計画（10 カ年計画）の  年次として，夏期隊員宿舎（第二夏期隊員宿舎）の
増設，設備更新などの設営作業を実施した．それぞれの詳細は鮎川（2001）を参照されたい．
2000 年 2 月 1 日，第 40 次隊より実質的な運営を引継ぎ，2 月 20 日には南極地域観測統合
推進本部（以下，統合推進本部）に対し正式に越冬成立を連絡した．2001 年 2 月 1 日に第
42 次越冬隊へ引継ぐまでの一年間，基地及び野外での観測，基地設備の維持・管理のほか増
設工事などの当初計画を遂行した．その後第 42 次隊の依頼により，一部の隊員が基地に残


























表  4　第 41 次越冬隊内の役割及び各部門主任
Table 4.  Section chiefs in the JARE-41 wintering party.



























































第一回オペ会は 1 年 12 月 12 日，「しらせ」船上で開催し，越冬生活をより安全に，快
適に過ごすための内規及び関連の指針，細則の起案を分担して行うこととした．同 15 日開
催の第 2 回オペ会で過去の内規等を参考に起草された内規等を細部にわたって検討し，同 17
日の第 1 回全体会議で越冬隊員に提示・説明した．2000 年 1 月 31 日，第 3 回オペ会を開き，





取を行って全体会議へ提示した．このほか最終便で夏隊などが引き上げた 2 月 14 日，決まっ
ていなかった 2 月後半の月間予定につき，また 6 月 10 日，1）8 月以降の比較的長期の旅行
表  6　第 41 次越冬隊各会議等構成員
Table 6.  Sectional meetings in the JARE-41 wintering party.
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表  7　第 41 次越冬隊オペレーション会議および全体会議
Table 7.  Agendas of operational meetings and general meetings of the JARE-41 wintering party.
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計画，2）喫煙場所，3）停電時の復電について，12 月 2 日～翌 2001 年 1 月 1 日，大型物




















開催し，2000 年 12 月まで 13 回を数えた．2001 年 1 月 2 日に第 41 次隊，第 42 次隊合同の






































3．自 然 概 況
3.1.　天候
越冬期間中を通して比較的暖かな一年だったと言え，この一年間の最低気温は 2000 年 7














5 月初めと月末以外は天候不良で，ブリザードが 4 回襲来した．風は総じて強くなかった
ものの雲が多くて日照時間が短く，気温が低目に推移した．航空機観測は中旬まで計画して
いたが天候に恵まれず，飛行可能だったのは 3 日のみだった．6 月も引き続き天候が優れず，
ブリザードが 6 回襲来した．基地近くを通過した低気圧が北方の暖気を引き込んだため，気
温は平年より高めに経過した．
7 月 1 日からのＡ級ブリザードは，規模，強さとも第 41 次隊越冬中の最大となり，風力発
電装置を倒壊させるに至った．極夜期が明け，7 月 13 日に 1 カ月半ぶりの太陽が雲と氷山の
間に顔を出した．7 月は例年に比べて晴れの日は少なく，ブリザードが 4 回襲来したものの








較的風の弱い月だった．10 月の気温は平年並だったが月間日照率が 14% で日照時間が記録
的に短く，月平均雲量の多さとともに極値を更新した．





均雲量は平年値より 2 割ほど大きく 7/10，月平均気温は平年値より 0.2℃高い－1.3℃となっ




氷状へは影響を及ぼさなかった．基地周辺では 11 月下旬の気温が平年より高く，12 月の日
照時間も長めで，海氷の融解が急速に進んだ．その結果 12 月末から 1 月初めに計画した氷
上輸送は，気温が下がって海氷の締る夜間実施することとした．以下月ごとの氷状の変化を
記載する．
気温が低めだった 2 月は，基地周辺の氷状は西の浦を除き比較的しっかりしていた．第 41
次隊が岩島南東方の海氷上に設置した滑走路，及び基地側の駐機場までの氷上航空機移動
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図  2　 リュツォ・ホルム湾の海氷状態．2000 年 2 月 21 日，3 月 13 日，16 日，31 日，4 月 27 日，6 月








らせ」に対し，湾内定着氷縁以南の予想航路海域の氷状を提供すべく，12 月 18 日正午前，
ピラタス機により偵察飛行を行って氷状図（図 3）を作成し，20 日に第 42 次隊へ電子メー
ルに添付して送信した．湾内定着氷縁の 38°30′ E 近辺の北側には氷量 1/10-4/10 の粗氷域が
広がり，38°50′ E に沿って定着氷縁から南方に氷山列が続き，そのすぐ西側は一年氷の中に
多年氷がモザイク状に分布する海域が観察された．
12 月中頃の基地周辺では，約 2 m の氷厚に対して多くのパドルでは深さが 30 cm 程度と
なっていたが，その後気温のやや高い日が続き強い日射により氷状が急速に悪化した．基地
前の氷状は 12 月末から 1 月初頭にかけて計画していた氷上輸送に対して最後までもつか懸
念されたため，第 42 次隊及び「しらせ」と協議し，氷上輸送を夜間実施することとした．
図  3　2000 年 12 月 18 日に航空機から観察した昭和基地北部のリュツォ・ホルム湾内定着氷の状況．
Fig. 3.   Fast ice conditions north of Syowa Station in Lützow-Holmbukt on 18 December, 2000.








収の測定，（4）短波電解強度観測，（5）VLF 電波観測を実施した．第 40 次隊で故障した
50 MHz オーロラレーダー，FM/CW レーダーについては持ち帰り修理のため今次隊での観測
は休止した．




















した PC 収録システムで潮位を記録した．30 秒間隔のデータを毎日電子メールにより国内へ




























拠点旅行を行った．（1），（2）のための 4 名によるみずほ基地滞在は  月 25 日から 11 月 26
日までの 63 日間であった．この間 30 m タワー，地上でエアロゾル観測，吹雪観測を実施す
るとともに，依頼のあったみずほ基地残置コアの梱包・整理作業を行った．エアロゾル観測
は，一部に小屋の影響を受けたデータが認められたが，ほぼ順調に行われた．また吹雪観測
はほとんど常に 10 m/s 以上の風が吹いていたため，当初計画以上の量の観測データが得られ
た．一方内陸域の航空機による大気エアロゾル観測は，主に昭和基地側の天候不良により 11
月後半のみ行われ，みずほ基地までの観測 2 回，みずほ基地より内陸部への観測 1 回の計 3
回に留まった．第 42 次隊の夏期ドームふじ旅行へも当該部門から 1 名が支援で参加した．
（3）では a）リュツォ・ホルム湾氷上観測，b）航空機による海洋観測，c）リュツォ・ホ














者の観測では a）超伝導重力計観測，b）VLBI による観測，c）DORIS ビーコンによる 3 次
元位置の決定，d）海氷 GPS 観測，e）露岩 GPS 観測，f）氷床上 GPS 観測，g）磁気測量を行っ
た．後者では，a）隕石探査，b）宇宙塵採集をそれぞれやまと山脈地域及びとっつき岬上部
裸氷帯での野外調査で実施した．隕石探査では，10 月下旬から 6 名が約 3 カ月間のやまと山





























ション期間中から各種観測の引継ぎ作業を適宜行い，2000 年 2 月 1 日から第 41 次隊が観測
を引継いだ．2 月から定常観測，プロジェクト及びモニタリング研究観測とも順調な滑り出
しで，新規持ち込みの観測機器が次々と立ち上げられ，3 月にはライダー観測，CO 観測，





中旬以降は高度 25 km 前後を極小としておおむね 15 km 以上で－80℃以下の温度が観測され
た．エアロゾルゾンデは極成層圏雲（PSC）をねらって 6 月に二回飛揚したのをはじめ，以
後も適時観測を行った．ライダー観測では 6，7 月と基地上空で PSC と思われる信号を捉え
た．宙空系では西オングル島のテレメトリー設備の保守，蓄電池充電を泊まりがけで実施し，
太陽電池による充電でまかなえるようになるまで適宜充電・保守作業を行った．地学系では
超電導重力計用の液体ヘリウム製造を 1 週間余りかけて行い，同充填率を 80% 強とした．
医学研究では採血，心理アンケート調査を実施した．
8 月もゾンデ観測を含むオゾン観測を順調に継続した．オゾン全量は  月に入って急激な
減少を記録し，大きな変動を示しながらも更に減少する傾向を示した．宙空系では南北共役
点オーロラ観測キャンペーンが  月 20 日から 10 月 4 日まで成功裏に行われ，オーロラの光
学観測は暗夜期が無くなってきたため 10 月  日に終了した．
10 月，気水圏系では 3 回目の海氷・海洋観測を行ったほか，以前設置した係留系を無事回
収した．地学系では VLBI の 24 時間観測を 2 回にわたり行い，海氷 GPS 観測をスカーレン，
スカルブスネス，ラングホブデ沖合で実施した．また，西オングル島で計画していた磁気測






12 月は第 42 次隊の到着により，下旬から夏作業の合間を見計らっては観測の引継ぎ，測
機の保守を共同で開始した．宙空系では東オングル島観測システムでの ULF/ELF 観測を 17
日に終了した．気水圏系では，航空機を利用したみずほ基地までの大気観測を 3 回行った．
海洋関係では AXBT 観測，氷上観測を実施し，雪氷関係では第 42 次ドーム旅行隊に 1 名が
参加した．地学系では VLBI の 24 時間観測を行い，西の浦の海氷上に設置して観測を継続
していた GPS 記録装置を回収した．
1 月の基地観測は宙空系では EXOS 衛星受信を再開し，西オングル島テレメトリー施設の
引継ぎを下旬に実施した．気水圏系では，航空機を利用したみずほ基地方面への大気観測を







5 月は 4 月下旬からの分も含め，1 週間を越える旅行が 3 件行われた．5 月からとっつき岬
上部の裸氷帯では大陸氷を融解し，融氷水をろ過して氷床中の宇宙塵を採集する地学系の旅
行が断続的に行われた．やまと山脈方面の隕石探査の準備が忙しくなる  月まで行われ，延
べ約 40 t の大陸氷をろ過して宇宙塵が採集された．気水圏系の大気・雪氷分野では，冬明け
後のみずほ基地内陸部までの航空機による大気観測の準備，雪氷観測，ドラム燃料等の輸送
のため，11 名によるみずほ基地への旅行を行った．また地学・気水圏系が共同で，ラングホ
ブデ方面への観測旅行を実施し，GPS 観測，ラングホブデ沖の 3 点での氷上海洋観測を行い，
海流，水温・塩分等観測用係留系を設置した．野外行動時等の緊急事態に備え，レスキュー
用具・ソリの整備，レスキューチーム等に対する実技訓練を始めた．
6，7 月は極夜，低温などにより野外活動が少なくなった．気水圏系では 8 月初めの旅行で，
平頭氷河へ前の夏期設置した気象記録装置を回収し，21 日には中継拠点への内陸観測・輸送











10 月，気水圏系ではみずほ基地にカブースを持込み 4 名が滞在してエアロゾル，吹雪等の
観測を継続したが，航空機を利用した大気観測は天候不良のため実施できなかった．海洋で
は航空機を用いて AXBT による観測を行ったほか，弁天島西方の定点で海氷観測を実施し
た．地学系では 27 日に越冬後半最大の野外調査となるやまと山脈周辺での 3 カ月にわたる
隕石探査旅行隊 6 名が出発した．
11 月上旬にはラングホブデ北部の 55 点で磁気測量を行い，計画していたすべてを終了し
た．やまと隕石探査隊は 11 月 1 日みずほ基地に到着し，SM110 雪上車をみずほ基地滞在隊
に引き渡して 4 日，やまと山脈へ向け出発した．途中天候不良で停滞を余儀なくされながら
も，11 月 1 日にやまと航空拠点へ到着した．隕石探査は 26 日から本格的に開始し，2 日
には約 50 kg の隕鉄を発見・採取した．生物・医学系では 11 月 16 日から 1 日にかけてラン
グホブデ，スカルブスネス地域等でアデリーペンギンの個体数調査を実施した．
やまと隕石探査隊は 12 月の半分ほどは天候不良により行動できなかったが，1 カ月間に約
2500 個の隕石を採集した．生物・医学系では 12 月初めにラングホブデ，スカルブスネス地
域等でアデリーペンギンの繁殖巣数調査をスノーモービルにより実施し，航空機によるアデ
リーペンギンのセンサスも実施した．2001 年 1 月 10 日，やまと隕石探査隊は延べ 3554 個の
隕石を収集する成果を挙げてやまと山脈地域を離れた．その後順調に旅行を続け，S16 より





電設備工事，管理棟の配管改修工事を 3 月中に終了したが，第 1 夏期隊員宿舎の洗面所，風
呂場などの内部や外部設備の更新工事，第 2 夏期隊員宿舎の暖房設備工事は年間を通して行
い，第 42 次隊到着に合わせ使用を開始した．第 41 次隊が夏期作業で新設した風力発電装置
は，残念ながら 7 月初めのブリザードにより倒壊した．また，12 月 17 日には発電棟内の燃
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し，大型廃棄物処理関連作業は一部を除き休止とした．上旬には S16 へ 4 泊 5 日の旅行が行












外出制限解除となった 7 月 3 日，風力発電装置の倒壊が発見され，国立極地研究所（以下，
極地研）からの指示に従って事故調査を行った．発電機では 1，2 号機とも 1000 時間点検を
行ったほか，10 日から排気ガスボイラーの運用を始めた．中旬には SM-100 大型雪上車 3 台
を基地作業棟での整備のため，大陸上のとっつき岬から基地へ移送した．また 8 月からの野
外調査に備え，Ａヘリポート近くの燃料入りドラム缶の掘り出し・橇積み，レーション作り
を始めた．この他，7 月 30 日には作業工作棟に建て増しするスノーモービル用小屋の建前を
多数の隊員の支援を得て行った．航空部門では 2 機に対する 100 時間検査を行ったが，下旬



















ヘッドを交換した．航空機運用に関しては，飛行可能な雲量条件を満たしたのは  31 日間の
うち 1 日のみで，昭和基地上空のフライトにとどまった．航空部門他が休日日課返上で待機
を続けていたが，みずほ基地への慣熟飛行も実施できなかった．




12 月は比較的天候にも恵まれ，第 42 次隊の迎え入れ準備も全員作業で対応し，23 日の
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「しらせ」からの第 1 便までに多くの作業がはかどった．航空部門では予定した観測飛行が
ようやく進捗し，延べ 60 時間ほどの飛行ができた．17 日，発電機用軽油系燃料が発電棟内
貯油槽から棟外へ流出する事故が発生し，油の除去作業等対応に追われた．発電棟内燃料タ




1 月は氷上輸送の荷受け 4 晩，持帰り輸送 1 晩をボランティアの観測系隊員も組み込み元
日休み返上で対応した．空輸物資の荷受け・配送（上・中旬の 5 日間），及び持帰り物品の
集積・荷送り（23-31 日）は全員作業で対応した．航空部門では，駐機場周辺の氷状が悪化
してきたので駐機場を基地前のタイドクラック沖側ヘ移動し，第 41 次隊の航空機観測を 1
日をもって終了して 20 日から第 42 次隊へすべて引き継いだ．油流出事故後の海水中の油分




























第 41 次隊での航空機の運航は，第 115 回南極地域観測統合推進本部総会で審議，承認さ
れた航空機運航計画に基づき「南極航空機運用指針 1 年版」（国立極地研究所事業部）に
のっとって実施した．第 41 次隊で新たに搬入するピラタス PC6T 型 （JA8228）機，セスナ
A185F 型 （JA388）機の 2 機の航空機に対し，それぞれ 200 時間の運航を計画し，航空燃料




1 年 12 月 31 日に「しらせ」で開催した第 1 回航空委員会を皮切りに，毎月下旬に航空
委員会を開催して各部門の翌月の航空機利用計画を検討し，飛行計画の事前調整を行った．




第 41 次隊で持ち込んだ 2 機の航空機は「しらせ」が昭和基地沖に接岸した後，ピラタス
機は 12 月 25 日 1100 LT-26 日 0500 LT，セスナ機は 12 月 26 日 1100 LT-27 日 0200 LT（それ
ぞれ適宜休憩を入れた）の間，飛行甲板上にて専従 7 名で組立て，翌朝海氷上に下ろし，基
地側に設定した海氷上の駐機場まで氷上をけん引して移送した．1 月中にピラタス機による









上述したように 1 月 3 日から翌 2001 年 1 月 1 日まで第 41 次隊で航空機を運航した．到
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着して間もない 1 月に航空機を運航するにあたって駐機場と滑走路間の移動に神経を使った
が，海氷の融解が例年に比べて余り進まなかったことも幸いし，トラブルの発生はなかった．
冬期の運航休止中，安全な場所で整備作業を容易にできるよう，5 月 2 日に航空機を陸揚げ















観測隊の航空機による救援の可能性が示され，燃料 200 l が現地へ運び込まれた．12 月中頃
には電子メールないしファックスの公用連絡により「しらせ」船上の第 42 次隊と詳細が協
議され，基地側でも準備を進めた．
第 41 次隊ではピラタス機，セスナ機それぞれ 200 時間の飛行を計画していたが，2000 年




基地周辺に残されている過去の廃棄物に対しては，毎年 100 t ずつ持帰るとの方針が示さ
れ，第 41 次隊として廃棄物の回収・持帰りには高い優先順位を与えて取り組んだ．2000 年









ポート風下側，夏期隊員宿舎周辺などにデポした．第 41 次隊では KD601 等の雪上車 3 台を
含む合計 12 t（うち大型廃棄物 75 t ）の廃棄物を基地から搬出して，第 42 次隊で持帰った．













越冬期間中の日帰り，及び宿泊を伴う野外行動を図 4 ，表 8 に示す．宿泊を伴う野外行動
は 3 月まで行われなかったが，4 月には S16 で橇の掘り出し・回収作業，車両整備，廃棄物
回収及びみずほ基地滞在のための小屋を橇上に組立てる作業のため多くの隊員が宿泊しなが
ら活動に参加した．5 月上中旬には 15 日間にわたりみずほ基地滞在のための準備として燃料
輸送旅行が行われた．6，7 月はブリザードが多く，野外行動は限定的で，西オングル島のテ
レメトリー小屋のバッテリー充電などに留まった．8 月になると野外行動は多方面へ展開し，
下旬から 7 名による中継拠点旅行が出発した． 月は 4 名によるみずほ基地滞在観測も始ま
り，延べ 430 人・日の宿泊を伴う野外活動を行ったことになり，平均して 11 名近くが野外
に宿泊し，基地には 30 名以下の隊員となる日が続いた．10 月下旬からは 6 名により 3 カ月
の予定でやまと隕石探査旅行隊が出発したほか，海氷海洋調査，地学野外調査等が活発に行
われた．11 月も地学野外調査のほか，ペンギンセンサス等も実施された．
第 41 次越冬隊では年間約 2700 人・日の野外活動を行ったが，隊員 1 人当たり月平均 5.7
日の野外活動をしていた勘定になる．事故停電や大ケガ等不測の事態に対応するため，日帰
りの野外行動も含め，昭和基地には最低限必要な隊員が駐在するよう配慮した．









表  8　第 41 次隊越冬中の月ごとの野外活動量（人・日）と件数
Table 8.  Man-days and numbers of field activities in each month during wintering-over by JARE-41.
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図  5　第 41 次越冬隊で設置した昭和基地周辺のルート．
Fig. 5.  Routes in the Syowa Station area, set by JARE-41.
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た．越冬期間中に表  に示す軽度のレスキュー出動を実施した．
6.2.　内陸旅行
第 41 次観測隊での内陸旅行を昭和基地出発の順に挙げると，みずほ秋旅行（2000 年 5 月
5 日），中継拠点往復旅行（8 月 21 日），みずほ春旅行（ 月 16 日），みずほ基地滞在（ 月
25 日～11 月 26 日），やまと隕石探査旅行（10 月 27 日），みずほ夏復路旅行（みずほ基地発





以下に第 41 次隊報告（国立極地研究所編，2001）の第 IV 章 2 節より引用して，中継拠点
往復旅行とみずほ基地関連の旅行の概要を述べる．7 名から成る中継拠点旅行隊は 8 月 21 日
に昭和基地を発って中継拠点へ到着後，燃料デポ等を実施し，みずほ基地へ戻った．一方 7
名から成るみずほ春旅行隊は  月 16 日に昭和基地を出発し，みずほ基地へ到着し中継拠点
隊と合同の隊になった．両隊のうち 4 名はみずほ基地に滞在し，他の構成員は  月 30 日に
昭和基地に戻った．残った 4 名のうち 2 名はその後航空機により交代を行った．最終の 4 名








象（山口 / 菅谷が途中で交代）及び機械担当（同篠田 / 山下秀）隊員が， 月 25 日～11 月
26 日の間，みずほ基地近傍の雪上の大型居住カブース，雪上車で生活しながら上記観測及び




みずほ基地滞在で使用した雪上車は SM108，SM522，SM110 だったが，SM108 は吹雪観
測用とし，観測機器の設置後は機器撤収後まで動かすことはなかった．SM522 は主に滑走路
整備用に使用した．
航空機観測に関しては， 月 25 日に昭和基地からのフライトがあり，管制の準備を行っ
た．10 月 1 日からみずほ基地着陸の観測飛行を計画していたが，特に昭和基地周辺の天候が
悪いために昭和基地から離陸できない日が多く，結局 11 月 17 日までみずほ基地への飛行は
できなかった．11 月 18 日にみずほ基地への慣熟飛行が行われ，観測飛行は 11 月 1 日，20























山（環境保全，装備）により，2000 年 8 月 21 日～ 月 2 日の間，SM10，110，111，106
の大型雪上車群により内陸旅行を実施した．主な目的は以下の通りである．1）中継拠点に
燃料（南極軽油×108 本，JP-5×12 本）を輸送しデポする，2）ルート上の気象，雪尺，雪
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以下主に第 41 次隊報告（国立極地研究所編，2001）の第 IV 章 2 節より引用する．




往路 MD ルートでは雪面の凹凸が大きく，シュプールも不明瞭となり，進行速度は 5 km/h 
前後となった．途中，複数の橇が食糧橇（見かけは通常の枠橇だが，床に角材の補強がなく
輸送中にドラムが枠に直接ぶつかる）であることが判明し，破損した橇枠の修理，ドラムの
積み替え作業等も余儀なくされた．みずほ基地を出発して 8 日目の  月 8 日に中継拠点に到
着，ここより 2 km 手前の MD362 をキャンプサイトとして燃料橇のデポ作業，空ドラム等の
配置図の作成等を行った．復路はけん引する橇の数が少なくなったこともあり 50-70 km/ 日






















昇華速度の測定を目的とし，2000 年 10 月 27 日～2001 年 1 月 23 日（8 日間）の間実施した．
構成は下田をリーダ （ー+ 装備，観測補助）として今榮（サブリーダー，観測全般）・岩田（観
測，食料）・酒井（医療，気象観測，観測補助）・野本（機械，観測補助）・近藤（通信，観
測補助）により行われた．使用した車両等は雪上車 SM100S 型 3 台（SM107，SM10，
SM111），スノーモービル（YAMAHA CS340（8BE））5 台（3-2，3-5，3-6，41-1，41-2），
幌橇 3 台（隕石用，機械用，多目的用），2 t 橇 1 台であった．
今回の主な隕石探査地域は，JARE IV ヌナターク群北部の北西部の裸氷帯一帯，南やまと
裸氷帯一帯，及びやまと山脈南西部の裸氷帯であった．その結果，過去に通ったルート付近
であっても隕石が発見でき，3554 個の隕石を採集した．JARE IV ヌナターク群北部の裸氷帯
では，50 kg を越すやまと隕石過去最重量の隕石（鉄隕石）を発見したほか，13.5 kg の石質
隕石など比較的大きな隕石が得られた．
旅行期間中最低気温を記録したのは 10 月 2 日の H250 での－36.5℃で，みずほ基地を出
発後ほとんど－20℃台となり，11 月下旬以降やまと山脈地域では－10℃台であった．11 月
17 日 YM168（第 1 キャンプ）直前の YM162 手前で，雪上車がけん引していた食糧橇がクレ
バスを踏み抜き落下した．幸い橇にはネットをかけており，引き上げに成功したため大事に
至らなかった．隕石探査用に持ち込んだスノーモービル 5 台のうち 3-2 号機が 120 km の走




定時交信は昭和基地（JGX）から 4 MHz で隕石隊（JGX14）を呼び出し，通信回線の設定
を行い実施した．11 月 -10 日，26-27 日には磁気嵐のため，短波での交信が不可能となり，
インマルサット電話を使って定時交信を行った．その他の日は 4 MHz にて良好に交信出来





越冬態勢が交代初日の 2 月 1 日から円滑に運営できるようオペ会等を通して事前に準備を
進め，1 日夕食後の全体会議で「越冬内規」他「防火・防災指針」，「ブリザード対策指針」，
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「野外における安全行動指針」，「レスキュー指針」，「消火体制細則」，「廃棄物処理細則」の
関連規約を定め，緊急時への対応手順などを周知した．これらの規約は国立極地研究所編
（2001）の「日本南極地域観測隊第 41 次隊報告 （1-2001）」を参照願いたい．越冬中の休
日は設営主任やオペ会メンバーと話し合い，基本的に日曜日，祝祭日及び隊長の定める日と





するため，なるべく 10 日に 1 日程度の休日を入れるよう努めた．
7.1.　経過
ほとんどの越冬隊員は 2 月 1 日 000 LT から実施した越冬交代式後に居住棟の個室へ転居
し，前月迄とは格段に良い生活環境下で生活に，仕事に，次第にゆとりを取り戻していった．
また，「しらせ」艦長・補給長及び副長・運用長をそれぞれ 2 月 5，6 日に基地へ泊まりがけ
で招待し，夏期作業によって整備の進んだ昭和基地を紹介した． 日には鮎川隊長を迎えて
風力発電装置 1 号機の竣工式，夜には夏期作業に支援を得た第 40 次越冬隊員，第 41 次夏隊
員の支援感謝パーティーを催した．




















5 月，基地では 3 週間近くにわたり消化器症状を伴ったかぜ症候群が流行し，半数近くの
隊員が患ったが，多くは休養，投薬により回復した．日の出が 000 LT より遅くなり昼間の






















も見かけられる様になり，5 月より続けられた冬日課を 8 月末日で終了した．




旬には極地研で開かれた第 41 次隊の家族会と前後して託送品や第一便，第 42 次夏オペ計画
などが話題に上るようになった．











12 月下旬に予定された「しらせ」からの第一便までに第 41 次隊での行事を行うこととし，
誕生会，クリスマスパーティーを前倒しで開催して英気を養った．12 月 23 日，「しらせ」よ
り待ちに待った第 1 便が飛来．家族等からの想いに触れ，生鮮食品を味わった．また 26 日
には曇天でやや肌寒い中，昭和基地到着間もない第 42 次隊員歓迎のバーベキューを基地前
広場で行い，和やかな交流の第一歩となった．
1 月の生活関連のスケジュールは第 42 次隊夏期オペレーションの大枠を優先して合わせ
た．夜間の氷上輸送を優先し，すべての氷上輸送終了後の 1 月 3 日にお節料理で正月を祝っ


















































の採水点は海氷の厚さが 8 m を超す場所があり，アイスオーガーを用い 5-8 人で 1 時間以上










て 57 回にわたり送信した（表 10）．デジタルカメラで撮影した画像を PC 上で画像処理ソフ
トウェアを用いてトリミング，色補正，シャープネス処理などで整え，120 KB 以下の JPEG
ファイルとして送った．集合写真など，顔がわかる画像も送ったが，越冬中のため留守であ
ることがわかると留守家族に悪影響が及ぶ恐れもあることから，説明文に氏名を入れる事を
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8.3.　外国隊との交流
昭和基地は南極でも比較的基地の少ない東南極に位置し，最も近くの外国の観測基地と
いっても東方約 300 km に位置するロシアのマラジョージアナ基地（夏期のみ少人数が滞












法が電話 / ファックスから電子メール / インターネットを主としたものへと変化している．
南極観測を実施している国の実施担当機関の長で組織する南極観測実施責任者評議会
（COMNAP: Council of Managers of National Antarctic Programs）では非常時等に備え，互いの南





















ターしたツインオッター機（First Air 社所属）が，Blue 1 キャンプからモーソン基地への往
復の途上飛来し，第 41 次隊で使用していた海氷上滑走路に着陸した．給油の要請に対し，
統合推進本部の承認に基づいて往復ともドラム缶入りの Jet-A1 燃料を普段と同様手動ポンプ
により給油した．往路 11 月中旬に Blue 1 で 1 週間近く天候待ちのため待機したが，11 月 21
日及び 25 日に立ち寄り，昭和基地周辺でも中型双発機が 11 月下旬まで運用可能との実績を
重ねる事となった．
このほか 2001 年 1 月上旬には，ノルウェーの査察員 1 名と極地研職員とがポーラーロジ








日本南極地域観測隊では第 7 次隊から実質的な越冬交代 / 引継式をほとんどの場合 2 月 1
日に行ってきており，昭和基地での観測，設営，管理全般に対して現地での責任・権限を引
き継ぐこととなっている．越冬交代後も前次隊の支援を受けて観測・設営作業をすることが
行われており，第 41 次隊の各部門からの要請をまとめて 2000 年 1 月中頃に第 40 次越冬隊
表  11　2000 年ミッドウィンター挨拶状送受状況
Table 11.   Antarctic stations to which (above) or from which (below) we sent or received 
greetings on the occasion of the mid-winter day in 2000.
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に対して支援を要請した．基地作業支援などで残留してもらった第 40 次隊員はすべて第 1
夏期隊員宿舎に宿泊し，食事については「しらせ」の基地作業支援中は「しらせ」，それ以
降は管理棟の食堂で食事時間帯を早めて第 41 次隊が対応した．また，2 月 1 日の越冬交代以
降，観測・設営業務を第 41 次隊が引き継いだため，例年同様夏期作業への観測隊の従事者


































活動報告をまとめた第六号が 2001 年 3 月に最終号として発送された．
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付録  1　みずほ基地より内陸での航空機観測に関する安全指針
Appendix 1.  Safety guidelines for airborne observations further inland from Mizuho Station.
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付録  2　「しらせ」乗員に対する昭和基地生活の指針
Appendix 2.  Guidelines on living in Syowa Station for crew and officers of SHIRASE.
